
 

仙台・文化財サポーター会活動記録（まちづくり研究部会） 

 

 

第 3 回活動記録（まちづくり研究部会） 

◯7月 24日（金）例会 

〜大念寺山歩き〜 

・10時〜11時 30分 

・参加者 16名 

 

 

猛暑のため、開始時間を午前に変更したものの

午前も予想以上の暑さ。10 時に野草園バス停前

集合。竹林・アジサイの道を通り、『宝華林廟』（非

公開）の外観を見ながら『無尽灯廟』へ。 

 

 

①『無尽灯廟』 

仙台藩 4代藩主伊達綱村公をはじめ、5代、10代、12代と各夫人が葬られている伊達家の墓

所（通常は土日祝日のみ公開）。綱村公が、歴代の経ケ峯のような豪華な墓所だと後世子孫が大変

になるだろう、自分の墓は瓦葺の屋根を覆うだけでよいという遺訓を残したので、今は墓石だけの

墓所となっています。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大年寺会の方々がこの墓所の清掃・維持活動を通して、先人の功績に触れ、郷土に残る文化につ

いて理解を深める活動をされています。 

 



 

②茂ヶ崎城跡碑 

標柱文には「中世の城跡。戦主は名取郡北方三十三

郷の領主、粟野大膳といわれ東麓の宗禅寺には粟野大

膳の供養碑が建つ。藩政時代、この地には四代藩主伊

達網村により大梅寺が創建されたが、明治以降、藩の

保護を失い衰退しました」と書いてあります。 

野草園前の駐車場あたりの広場もその跡地のようで

す。 

 

 

③『仙庵』・『茂ヶ崎庵』 

『千庵』は現代数寄屋建築の粋を結集した本格的茶室

で東北における文化的名席です。 

『茂ヶ崎庵』は仙台に寄贈された明治末期の建物で杉

および欅の最良の材料が使用された伝統的な和風建

築、随所にこだわりが垣間見られました。 

今でも茶室として利用され、見学等は予約制。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



④姥杉 

樹高 28.0m、幹周 8.0m、樹齢 500年を優に超える市指定保存樹木。 

この地にこのような見事な巨木があるとは知りませんでした。 

 

 

 

◯今回の「大念寺山まち歩き」は 7月 11日と 24日の 2回に分けて実施。 

1回目の参加者は 11名。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◯途中、市内南部を一望できる東屋で休憩 

 

 

◯今回は行きませんでしたが、大年寺の往時の建造物として、惣門と 274段の石段があり、こち

ら側から見学して往時を偲ぶのもおすすめです。 

 

◯仙台藩主 3 代の霊廟は瑞鳳殿がある経ケ峯にあることはよく知られていますが、4 代目以降の

墓所については市民にほとんど知られていないのが現実です。 

 

 

こうした歴史的文化遺産を維持管理していくことの大切さと大変さがわかった今回の 

巡見でした。 

 

以上 

 


